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足柄山地矢倉岳北方畑沢の地質
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Geology of Hata土awa,North of Mt. Yagura in Ashigara Mountains 

Isamu lMANAGA 

Abstract 

The stratigraphy and geological structure of Hatazawa area in Ashigara Mts. 

are here described. 

The Ashigara group in this arer consists of A1, A2 and A3 members in ascen-

ding order. Of them, A2 member is composed of an alternaion of siltstone, 

sandstone and conglomerate. And in its middle horizon is observed a peculiar bed 

of conglomerate consisting largely of huge-boulders of siltstone and andesite. In 

addition, a slumping structure is found in the same horizen. These facts sugg巴st

the sedimentary condition of the member was unstable when it deposited. 

Numerous andesite dykes and sheets are observed in the area, most of which 

are thinner than 6 meters. The dykes intruded and opened wide perpendicular 

to the structure. 

Faults observed in the area are classified into four groups ENE-WSW, NNW-

SSE, NW-SE and WNW-ESE direction. Members of the group of ENE－羽rswdir-

巴ctionare rather few in number but causes large displacement. The group of 

NNW-SSE direction is younger than the group of ENE-WSW direction, and the 

other two groups are many but cause slight displacement. The dykes and sheets 

were formed during the sedimentation of Ashigara group and the faults came 

into existence after the dykes and sheets were intruded. 

はじめに

山北町畑沢は，足柄山地のほほ、中央に位置している（図1）。この地域は，これまでに，

加藤鉄之助(1910），久野久(1951〕，山崎稲雄(1955）により総括的な，また津屋弘達〔1942)

により層序学的な研究がなされた。 昨年筆者は，矢倉岳南方の南足柄市地蔵堂地域の調査

を行ないその成果を既に報告したが（今永，1976），本年引続き矢倉岳北方の調査を行なっ
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その成果を報告する。この小文により，たので，

形

畑沢を流れる川は， 矢倉岳（870m）から西に伸びる海抜650～780mの東西方向の尾根に

源を発し， 北北西にimれ， 11ff抜330mの峠付近より流路を北東に変え，谷峨東方500m海抜

約150mの地点てや酒匂川に合流する。畑沢の流路の北東方向の部分は足柄層群の走向にやや

斜交しており，この流路にそ って層序を上下方向に連続して観察することができる。 畑沢

の南東には海抜600～BOOmの尾根がほぼ北東一南西に走り， 北西側には， 400～500mの尾

根がやはり北東一南西に伸びている。これらの尾根からは枝谷が畑沢に接続している。

地

序層

箱 根 古 期 外輪 山 噴 出物

）不 整 合 一一一一一…－

rA3層 ．際岩，砂岩互層

足柄層鮮 ＼A2層 ．シルト岩，Ta、岩，
lA l層 ・1球岩，砂岩互層

調査地域の層序は次表のように区分される。

1深岩互層

Ai層，調査地域では，；酉匂川lの称j子橋上流300mの地点より東側に，また矢倉岳北沢の

海抜 530mの地点より東側に分布する。主に cobblesizeの円礁からなる機岩層で磯種は，

グリーン ・タフを主とする。酒匂川沿いでは，この際岩層中に径15～40cmの安山岩からな

る厚さ数cmから数mの円際岩が何枚も挟まれている。全体の走向はN20°EからN50°E,

傾斜は， 20°～38°Wである。

A2層，調査地域中央に広く分布する。Al層に整合に重なる。 本）曹の上限は， 酒匂川沿

いでは新清水橋東約 100i11の国道端（現在はコンクリー ト吹き付けにより見えなしつ， 畑沢

では峠南東約IOOmの地点で観察される。岩相は，一般に数IOcm～l.5m厚のシル卜岩，砂

岩及び、数IOcm～Sm厚のpebble～cobblesize亜角磯岩の互層からなり ，中部に巨大な角



A ；岩脈・岩床， B ；溶岩流， C ；火砕岩， D ；巨礎岩， E ；型車岩， F ；箱根古期外輪山l噴出物

G;  A1層l J ；矢倉岳貫入岩体 K ，断層， し ；走向 ・傾斜

H ; A，層｝足柄層群

I ; A，層j
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らN30°E, 55°～60°Wを示す。

貫入岩体；畑沢で観察される岩脈 ・岩床は，角閃石安山岩及ひ。普通輝石安山岩であり，そ

の厚さは薄く一般に Gm以下である。 岩脈 ・岩床の走向，傾斜は峠以北ではNからNEの

方向， W傾斜と， NからNWの方向NE及びSW傾斜を示す。 ｜！時以南では， NからNWの

方向， W傾斜が多い。全体にSE傾斜のものがなく〔図3），地層の走向に平行な岩脈がな

いことが注意される。よって， 岩脈は，地層の走向にほぼ直交し， 地層を走向方向に押し

広げ貫入したものと考えられる。貫入岩体の時期については，前述の巨際岩中の安山岩礁

の存在などから考えて足柄層群堆積時であると考えられる。

断 層

畑沢で観察される断層は， ENE-WS W方向，NW-SE方向， NNW-SSE方向，

WNW-ES E方向に卓越している（図3）。ENE WS  W方向は，数が少ないが，調査

地域では構造に大きな影響を与えている。調査地域南端付近で観察される 1つ，辰ケ沢の

二ノ倉開発株）採石場を通るものは， 走向 N55°E，傾斜垂直である。 この断層面の条痕は

dip slipを示すが，これに平行する小断層の条痕は strikeslipを示す〔図4左〉。辰ケ沢

の巨探角陳岩はこの断層にょ うて切られ， 南側の角閃石安山岩岩脈及ひやシルト岩層に接し

ている。巨磯角礁岩を切る変位及び大河原での A2層中の際岩層の移動から見て，この断層

は，左横ずれ断層であると考えられる。 また矢倉岳より西方に伸びる尾根の南糾面には，

尾根の方向に走る走向N60°E，傾斜約40。Sの推定断層が考えられる。 この断層は露頭で

直接確認できないが， 断層北側でシルト岩砂岩互層が走向 N70°WからN80°W，傾斜40°

～60° sを示すのに対し南側でシルト岩砂岩互層が， Nl0°WからN25°W, 40°～60°Wの
走向，傾斜を示すことから，その存在が推定される。 この断層の変移量については推定し

得ない。 NNW SS E方向の断層は数が少ないが，地質構造に影響を与え，また畑沢か

ら分かれる 北西 南東方向の支谷の地形に影響を与えている。 そのlつは， 峠北東500m

で Ai, A2層の境界を横切り辰ケ沢の二ノ倉開発附採石場を通り，前述のENE-WSW 

方向の断層を切り， 矢倉岳から北北西に伸びるこ重尾根の谷部を通り矢倉岳貫入岩体を切

っている。 この断層の走向は， N15°WからN25°W，傾斜は58°～70°Eを示し，変位量が

50～80111の左横すべり断層であると考えられる。この他に退ケ沢を通るものは，走向Nl0°

W，傾斜垂直である。 NW  SE, WNW ES E両方向の断層は，｜｜時以南に多く観察さ

れる（図4右〉が，地質構造に影響を与えていない。

断層と貫入岩休との関係は， 調査地域内の観察では， NNW  SSE, ENE WSW, 

NW  SE, WNW EN Eの各方向の断層がともに貫入岩体を切っていることから， 貫

入岩体は断層形成以前に貫入したものと考えられれる。

まとめ

1. 調査地域の足柄層群は， Ai, A2, A3層に区分される。 Az層は，シルト岩，砂岩，

際岩の互層からなり，その堆積中に slumping構造や醗径3mtこ達する巨磯角磯岩を生

ずるような堆積異常があった。

2. 調査地域の岩脈・ 岩床は，一般に薄く 6m以下である。 岩脈は，すべて地層の走向に

ほぼ直交しており，地層を走向方向に押し広げて貫入したものと考えられる。
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3. 岩脈，岩床の生成時期は，地周のi仕積r:j:iであると考えられる。

4. 調査地域に発達する断層は， ENE-WS W方向， NNW-SS E方向，NW-SE

方向，ESE WNW方向に卓越する。

5. ENE WS W方向の断層は，数が少ないが，地質構造に影響を与え，その1つは， 調

査地域域南端を通り左横ずれてーある。

6. NNW SS E方向の断層は数が少ないが， 地質構造及び畑沢の支谷の地形に影響を

与え，ENE-WS W方向の断層の活動後に生じている。 その1つは，矢倉岳貫入岩体

を横切り50～somの左横ずれを示す。
7. NW-SE, ESE-WNW方向の断層は， 11時以南に良く観察され， 数は多いが，地

質構造に大きな影響を与えていない。

8. これらの断層の活動は， 岩脈 ・岩床形成後であると考えられる。
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